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学位論文審査結果報告書 

平成 30 年 6 月 21 日 

学院医学研究科長 様 

下記のとおり学位論文の審査を終了したので報告いたします。 

【審査結果要旨】 

氏名：会津医療センター 小腸大腸肛門科学 講座 髙栁 大輔 先生 

論文題名：Histological comparison of cold versus hot snare resections of colorectal 

mucosa  
 

 大腸ポリープ摘除術は現在広く行われ，大腸がんによる死亡を有意に減少されること

が明らかにされている．従来から行われてきた手法は高周波電流を用いて焼灼するいわ

ゆる Hot polypectomy と呼ばれるものであるが，本手法には遅発性の出血のリスクがあ

ることが知られており，最近では高周波電流を用いない，いわゆる Cold polypectomy

という手法が注目され欧米を中心に普及するようになった．Cold polypectomy の利点

として先述した遅発性の出血リスクが低いことが挙げられているが，安全性やそのメカ

ニズムについては十分解明されていない．このような背景のなか本研究が検討されるに

至った．大腸がん症例１５例を対象として行われた本研究によれば，Hot polypectomy

群ではより深層まで組織学的ダメージが及んでいたことが明らかになった．また粘膜下

層（SM）深層では浅層と比較してより径が大きく，多くの微小血管が存在することが

明らかとなった．このため，Hot polypectomy では後出血のリスクが高まっていたこと

が示唆された．これまで，Hot polypectomy と Cold polypectomy における SM 層のダ

メージレベルを示した報告はなく，臨床的にも有意義かつ当該領域の今後の研究に大い

に資するものと判断する．審査会では Cold polypectomy では切除がより浅層にとどま

るため，根治性や SM 深層での評価が出来ないのではないか，また今回の研究はあくま

で正常粘膜を対象としているが，病変部が存在する場合には本検討とやや異なる結果が

得られる可能性はないのか，また一般的に発生する後出血のタイミング（３〜７日）と

今回検討観察したタイミング（約１日程度で観察した）が異なるが，時間的変化を考慮

しても今回得られた病理組織学的所見結果が妥当であるか（この時間的差異が評価結果

に影響は与えないのか），といった質疑が出されたが，いずれも適切に回答が行われた． 

以上より本研究は本学学位授与に価するものと考えられる。  
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